
1977. 4. 15 

No. 138 京都大学広 報 委員 会

40/70/120 cmシュミット望遠鏡

（理学部宇宙物理学教室 ・大字陀観製所に設置されたもので， ）
F /3視野7.1度の性能を有し， 18.6等級までの星野を観測出来るl

目 次

昭和51年度の京都大学創立七十周年記念 く随惣＞
後援会助成金交付者について・・ H ・H ・－….....・ H ・...2 三つの京大

3月30日の掲示・………・・・…・・・ ・・H ・H ・－－－－－……...3 名投教授吉川幸次郎…...・H ・・・・・・4 

教育学部長，理学部長，工学部長，
教養部長の交替……・…………...・ H ・－…....・ H ・－・一 3

く紹介＞
湯川記念館...・ H ・H ・H ・－－－….....・ H ・－－…・……・・5

大宇陀観測所の開設...・ H ・－……...・ a・－……・…・・3 日誌 ・言ト報………………・…・……....・ H ・.....・ H ・..6 

- 1 ー 623 



No. 138 京大広報

く大学の動き〉 員会で決定した昭和51年度助成金交付者は， 次の

昭和引年度の京都大学創立七十周年

記念後援会助成金交付者について

とおりである。

なお，この助成金についてのこれまでの経過

は，京大広報ぬ123で報告されたとおりである。

京都大学創立七十周年記念後援会助成金選考委

1. 第 1種（海外派遣研究員）

本学教官が，専攻する学問分野等について研究のため，海外に派遣される場合に助成金（往復航空貨および日当 ・

宿泊料）を交付するものである。派遣期間は， 1) 1か月 2）約3か月 3）約6か月である。

派遣期間｜ 所 属部局 ｜職名｜ 氏 名 研 ~ 題 目

6か月 文 品寸以ー． 部 助教授 服 部 春 彦 18・9世紀フ ランス対外貿易の研究

，， 理 A寸凶- 部 助 手 前 回 堵 男 細胞どうしの接着機構に関する研究

，， 数理解析 研 究 所 助手 菅原邦雄 リーマン多様体の大域的研究

3カ通月 農 A寸uー忌 部 助教授 池 田 篤 治 生体高分子の電気化学的研究

，， 教 養 部 教授 安藤昭 一 英国における外国語教育法理論の研究

，， 人文科学研究所 教授 林 巳奈夫 中国漢時代考古遺物の研究

1カミ月 文 点＋ 部 教授 梶山雄一 チベット仏教席資料調査及び第30回アジア ・北アフリカ
国際会議出

，， 教 育 AモA「d与 部 教授 上 回 閑 照 人ど間と局自然、，人間と根文化本・題歴史の ・究社会，人間と超越な
の諸面における 問 研

，， 経 済

'*" 
部 助教授 山 田 浩 之 ヨーロッパにおける都市 ・交通問題の研究

，， 医 A寸uー与 部 助教授 山 本尚三 プロスタグランジン合成酵素の研究

，， 薬 戸弓u.ー 部 教授 井上博之
テノレベノイド及際びナフトキノン系諸物質の研究調査並
びに第10回国生化学会議出席

，， 工 品寸Mー． 部 教授 野 崎 一 第出3田小員環有機及び歪応化ん学だ多研重結究合調の化学シソポジウム
席並びに反 の 査

，， 工 学 部 教授 小林 昭 一 第関す2団る地研盤究調力学査数値解法国際会議出席及び岩量産力学に

，， 教 5主 部 助教授 芦 津 丈 夫 ゲーテに関する研究

，， 結核胸部疾患研究所 助 手 桂 義 元 細化胞に性関免す疫る及研び究抗体産生に関与する胸腺由来細胞の分

，， 木材研究所 助教授 佐藤 ↑星 熱帯材の化学成分に関する研究

，， 食糧科学研究所 助教授 森 友 彦 第究1の0回現国況際調生査化学会議出席及び植物生化学に関する研

，， 体育指導セソター 助教授 大 山 良 徳 幼交換・青の少た年めにおける身体の発育過程の国際比較と資料

2. 第 2種（海外からの招へい学者）

海外から学者を本学に招へいし，講義 ・研究指導等を依煩して， その分野の研究の発展をはかるために助成金（往

復航空白，鉄道白および滞在費）を交付するものである。招へいJtll問は，原則として2～3か月である。

受入部局｜招へい 学 者名 ｜国名 ・所属機関及び職名 ｜ 研 究 題 目

経済学部 ｜い l… 川 山 黙 想 学 教授 ｜税伝説アメリカ合衆国の社会問す

｜ ｜カナダ国 ｜ ー ー
理学部 ＼Yuan Lang Chow lサイモンフレーザ一大学｜ お 誌 詳 カ ノ レ の 化弘 天然物，生理活性物

｜ ｜教授 ！ 

一 部｜…孟「 同会宅再利融料扉日l病Z言語画問
I ｜アメリ カ合衆国 I 

化学研究所 Melvin S. Freedman ｜アノレゴンヌ国立研ヂ所主 ｜ベータ一線分光学，重元素の核｛髄及び核遷移川ド山 ｜任研究員 ' ｜における原子効果
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3. 第 3種（海外派遣学術調査隊）

海外に滞在して調査研究を行なう本学の学術調査隊であって，原則として国費などの支給を受けるものを対象とし

て助成金（所要経費の不足額の一部）を交付するものである。

代 表者 調 査 名

工学部助教授上回 篤 ｜ 南米都市における戸外空間調査

教養 部 助 教 授米山俊直 赤道アフリカ森林地戚におけるエ久ノサイエソスと生態人類学の研究

霊長類研究所教授川村俊蔵 熱帯アジアにおけるヤセザノレ類の比較社会学的研究

3月30日の掲示

総長は最近の学内の事態にかんがみ， 3月30

日，次の掲示を出した。

（掲示第6号）

3月24日の卒業式において，壇上の総長を拘束

しようとする約30名の学生集団によって混乱が生

じた。また最近，学内において一部集団による会

議への乱入，教官 ・事務官に対する面会の強要や

身体の拘束などの不当な事態が起っている。

このような行為は甚だ遺憾である。再びかかる

ことのないよう，厳重に瞥告する。

昭和52年 3月30日

京都大学総長岡本道雄

明、必持、ぬ＃世叫恥＃グ泊、必骨骨恥4伊泊、 ／／／／増、＃グー明~h骨叫油、部世情恥d伸明、d骨叫恥d骨、皆、＃伊、ぬ必骨叫恥、必グ晴、J骨叫~17//

く部局の動き＞

教育学部長，理学部長，工学部長，

教養部長の交替

4月1日，梅本莞夫教育学部長，溝畑茂理学

部長，桐栄良三工学部長，木下圭三教養部長の任

期満了に伴い，その後任として次の各教授がそれ

ぞれ任命された。

〔教育学部〕

蜂屋監教授 （教育学科教育学講座担当）

任期は，昭和53年 3月31日まで。

大宇陀観測所の開設

理学部宇宙物理学教室 ・大宇陀観測所の開所式

が3月25日，溝畑理学部長，大宇陀町長はじめ学

内外から約60名列席の下に現地で、行なわれた。

同所に収められているシュミット望遠鏡は，文

部省科学研究費交付金の補助を受けて製作し，昭

和47年 5月福知山市に設置され，昨年3月まで観

測を続けてきたものである。しかし，市周辺の急

速な開発その他諸々の事情により，他に移転せざ

るを得なくなり，一昨年6月頃から候補地の調査

選定に若手し，予算・立地条件など厳しい制約の中

で並々ならぬ困難があったが，町当局はじめ地元

住民の絶大な好意と協力ならびに本学関係者の努

〔理学部〕

林 忠四郎教授 （物理学科核エネノレギ一学

講座担当）

任期は，昭和54年 3月31日まで。

〔工学部〕

西原 宏教授 （原子核工学科原子核機器学

講座担当）

任期は，昭和54年 3月31日まで。

〈教養部〕

作田啓一教授 （社会学担当）

任期は，昭和53年 3月31日まで。

力により，漸く完成の運びとなった次第で、ある。

この望遠鏡は 40/70/120叩で，大きさの点から

いえば中型ないし小型の部に属する。しかし，有

効視野の広さ，カセグレイン式との併用など，他
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く紹介＞

湯川記念館

基礎物理学研究所（基礎研）の玄関には， 「湯

川記念館 YUKAWA HALL 1952」 という文字

が刻み込まれている。基礎研の建物が湯川記念館

であり，訪れる外国人はユカワ ・ホーノレと呼ぶ。

ところで建設以来四半世紀を経た現在，この湯川

記念館が，かつては，京都大学に設置されたー施

設の名称、で‘あったことを知る人は少なくなってき

た。そこで，湯川記念館が出来，それが基礎研に

移って行った国の事情を紹介しよう。

発端は， 1949＇＜下（昭和 24{1三） 11月の湯川秀樹博

士のノ ーベソレ1't受賞決定で・あった。ぬ義利三郎総

長（以下職名はすべて当時のもの）は，新聞社か

らの屯話でこの知らせを聞き，すぐに記念事業の

ことを考えられ，翌日，理学部の荒勝文策教授を

呼んで相談された。これとは独立に，その翌々日，

京都大学清風荘で聞かれた日本学術会議第四部会

でも記念事業の提案があり ，京都大学にも計画が

あると間L、て，茅誠司第四部長が，鳥養総長を訪

ね， 支持協力について話し合いが行なわれた。

これがきっかけとなって，翌 1950年春には，

湯川記念館建設の構想が生まれ，在米中の湯川教

授の希望も入れて，具体案がまとまって行った。

立案の中心は長谷川万占理学部長であり，設計

は，森田慶一教授（工学部）が行企なった。敷地に

ついては， J1ll.学部物理学教室北側の！~~学部の土地

も候補にあがったが，結同，理学部杭物学教室の

協力で，理学邸植物園の」七四の一角の現在地が選

ばれ，工事は1951年初めから翌年にかけて行なわ

れた。

これより先， 1950年 1月の日本学術会議総会

は， 「湯川ji!J.土のノーベソレ日受賞記念事業につい

て」決議を行ない，政府に実現への協力依煩を申

し入れていた。この年の夏には，小林稔教授 （理

学部）を通して，京都大学内での動きが，日本学

術会議の原子核研究連絡委員会に伝えられ，運営

方針について活発に意見が交換された。在米中の

湯川教授からも， 「理論物理学，特に素粒子論研

究の全国的中心」にしたいとし、う希望が寄せられ

た。 これらの希望を実現してし、く途を見出すた

め，上記委員会の朝永振一郎委員長と小林稔教授

は文部省との接触を続け，管理は京都大学が行な

い，運営は全国の関係分野の研究者の意向をふま

えて行なうという，大学附置共同利用研究所の構

想が生まれてきた。朝永振一郎委員長，坂田昌一

教授（名古屋大学理学部）， 小林稔教授は， 1951 

年秋に烏義利三郎総長を訪ね，計画中の湯川記念

館を全国的な研究機関として利用したいという研

究者側の希望を申し入れ，総長の了承を得た。

このようにして， 1952年7月21日の開館式を迎

え，翌日から10日間の夏期セミ ナーノレに素粒子論

の研究者が全国から約 250名集るという形で共同

利用が始められた。湯川記念館には，助手2名と

事務官の定員がつき，助手は全国からの公募にも

とづいて選考された。更に全閃から研究生と研究

指導者の招へいが行なわれ，共同研究が開始され

た。また， 1946年湯川博士により創刊された月刊

の学術誌 Progressof Theoretical Physicsの編

集 ・刊行もこの館内で行なわれることになり，今

日国際的に高く評価されている雑誌に発展するこ

とに貢献した。

この「京都大学湯川J己念館」は，1953年8月 1

日から迎営の精神をそのまま継承し，基礎物理学

研究所に発展したが， 「ー湯川記念館」の名は今日

でも親しみを込めて用いられている。

（基礎物理学研究所）
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日 誌

(1977年3月1日～3月31日）

3月3日～5日

入学者選放学力試験

7日 オーストラリア国教育省政策局長 Donard 

M. Morrison氏来学

8日 ハンガリ一国・国立カーノレ・マノレタス経済大

学長 BerendTibor Ivan氏，経済研究所を

訪問

9日 マレイシア国マラヤ大学準教授 Stephen 

Hong-Chye Chee氏，東南アジア研究セγ

ターを訪問

14日 大学院審議会

14日～15日

原子エネノレギー研究所学術講演会

15日評議会

グ 放射線生物研究センターシンポジウム

16日 安全委員会

グ 70周年記念事業による招へい学者アメリカ合

衆国アノレゴンヌ国立研究所主任研究員 Mel-

vin S. Freedman 氏，化学研究所を訪問

(4月30日までト）

17日 F付属図書館講演会

18日 医療技術短期大学部専攻科修了式

汐 原子炉実験所学術講演会

言ト

3月7日 医学部附属病院神崎サカエ技官逝去

628 - 6一

19日 フィリッピン国フィリッピン大学教授Josefa

M. Saniel 氏，東南アジア研究センター訪問

22日評議会

。70周年記念事業による招へい学者ドイツ連邦

共和国ピーレフェノレト大学教授Hans-Ulrich

Wehler 氏，経済学部を訪問 (4月2日ま

で）

グ アメリカ合衆国カリフォルニア大学教授

Martin Trow氏，教育学部を訪問

グ インドネシア国科学院長 BachtiarRifai氏

外4名，医学部，化学研究所，東南アジア研

究センター，ヘリオトロン核融合研究センタ

ーを訪問

23日 スウェーデン国カロリンスカ大学教授

Borje Uvniis氏来学

24日卒業式

25日 附属図書館商議会

26日 創立70周年記念後援会助成金選考委員会

28日 廃棄物処理等専門委員会

29日評議会

ρ 保健衛生委員会

30日 スウェーデン国大使 BengtOdevall氏，良

学部附属演習林を訪問

報

23日食糧科学研究所秦忠夫教授逝去
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